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令和５年度の「調査報告書」では、調査の概要が以下のように示されている。
〔調査問題作成の枠組み〕
出題の範囲として、学習指導要領の第２章第３節算数における、「数と計算」、「図形」、「測定」、「変化と関係」、「データ

の活用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお、小学校第５学年までの内容となるようにし
ている。
また、評価の観点として、「知識・技能」、「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

〔出題の範囲と評価の観点について〕
学習指導要領で求められている資質・能力を育成していくためには、学習過程の果たす役割が極めて重要であり、平成
28年12月21日の中央教育審議会答申では、「事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解
決し、解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする過程」といった算数・数学の問題発見・解決の過程が示
されている。本調査の調査問題では、この算数・数学の問題発見・解決の過程を様 な々局面で捉え、調査問題作成の基
本理念に沿って、学習指導要領の考え方等を考慮し、「算数科の内容（領域）」、「主たる評価の観点」、「算数・数学の問
題発見・解決の過程における局面」の三つの視点で、調査問題の枠組みを表のように整理し、問題の作成に当たった。

小学校算数　調査の概要
令和５年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 分野 評価
観点

回答
形式

(a) 見いだした
事柄や事実を説
明する問題

(b) 事柄を調べ
る方法や手順を
説明する問題

(c) 事柄が成り
立つ理由を説明
する問題

1 (1) ５脚の椅子を重ねたときの高さを求め
る

伴って変わる二つの数量について、表
から変化の特徴を読み取り、表の中の
知りたい数を求めることができるかど
うかをみる

変
・
関

知 短
答

1 (2)
椅子の数が２倍になっても、高さは２
倍になっていないことについて、表の
数を使って書く

伴って変わる二つの数量の関係が、比
例の関係ではないことを説明するため
に、表の中の適切な数の組を用いるこ
とができるかどうかをみる

変
・
関

思 短
答

1 (3) 椅子４脚の重さが７kg であることを基
に、48 脚の重さの求め方と答えを書く

伴って変わる二つの数量が比例の関係
にあることを用いて、知りたい数量の
大きさの求め方と答えを式や言葉を用
いて記述できるかどうかをみる

変
・
関

思 記
述 ○

1 (4) 全部の椅子の数を求めるために、50×
40 を計算する

一の位が０の二つの２位数について、
乗法の計算をすることができるかどう
かをみる

数
・
計

知 短
答

2 (1)
テープを２本の直線で切ってできた四
角形の名前と、その四角形の特徴を選
ぶ

台形の意味や性質について理解してい
るかどうかをみる

図
形 知 選

択

2 (2) テープを折ったり切ったりしてできた
四角形の名前を書く

正方形の意味や性質について理解して
いるかどうかをみる

図
形 知 短

答

2 (3)
切って開いた三角形を正三角形にする
ために、テープを切るときのⒶの角の
大きさを書く

正三角形の意味や性質について理解し
ているかどうかをみる

図
形 知 短

答

2 (4)
テープを直線で切ってできた二つの三
角形の面積の大小について分かること
を選び、選んだわけを書く

高さが等しい三角形について、底辺と
面積の関係を基に面積の大小を判断し、
その理由を言葉や数を用いて記述でき
るかどうかをみる

図
形 思 記

述 ○

3 (1)
２種類の辞典を全部並べた長さを求め
る二つの式について、それぞれどのよ
うなことを表しているのかを選ぶ

（　）を用いた式や、加法と乗法の混合
した式を場面と関連付けて読み取るこ
とができるかどうかをみる

数
・
計

思 選
択

3 (2)
３種類のファイル 23 人分を全部並べ
た長さの求め方と答えを記述し、全部
のファイルを棚に入れることができる
かどうかを判断する

示された日常生活の場面を解釈し、小
数の加法や乗法を用いて求め方と答え
を式や言葉を用いて記述し、その結果
から条件に当てはまるかどうかを判断
できるかどうかをみる

数
・
計

思 記
述 ○

3 (3)
（151 ＋ 49）× ３ と 151× ３ ＋ 49×
３を計算したり、分配法則を用いたり
して答えを求める

加法と乗法の混合した整数の計算をし
たり、分配法則を用いたりすることが
できるかどうかをみる

数
・
計

知 短
答

3 (4)
66÷ ３の筆算の仕方を説明した図を基
に、筆算の商の十の位に当たる式を選
ぶ

（２位数）÷（１位数）の筆算について、
図を基に、各段階の商の意味を考える
ことができるかどうかをみる

数
・
計

思 選
択

4 (1) 示された基準量と比較量から、割合が
30％になるものを選ぶ

百分率で表された割合について理解し
ているかどうかをみる

デ
ー
タ

知 選
択

4 (2) 運動カードから、運動した時間の合計
が 30 分以上である日数を求める

「以上」の意味を理解し、示された表か
ら必要な数を読み取ることができるか
どうかをみる

数
・
計

知 短
答

4 (3)
二つのグラフから、30 分以上の運動を
した日数が「１日」と答えた人数に着
目して、分かることを書く

示された棒グラフと、複数の棒グラフ
を組み合わせたグラフを読み、見いだ
した違いを言葉と数を用いて記述でき
るかどうかをみる

デ
ー
タ

思 記
述 ○

4 (4) 二次元の表から、読み取ったことの根
拠となる数の組み合わせを選ぶ

二次元の表から、条件に合う数を読み
取ることができるかどうかをみる

デ
ー
タ

思 選
択

令和５年度の「調査報告書」では、調査の概要が以下のように示されている。
〔調査問題作成の枠組み〕
中学校数学科の調査問題は、中学校数学科の指導のねらいからみて、今後の学習において活用される基礎的・基本的

な知識及び技能や、その知識及び技能が、生徒が問題解決をしていく過程でどのように用いられているかについて明確にし
て出題することとした。なお、中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編において、資質・能力を育成していくた
めには、学習過程の果たす役割が極めて重要であり、数学科においては、数学的に問題発見・解決する過程を学習過程に
反映させることが重要であると述べられていることから、生徒が目的意識をもって数学的に問題発見・解決する過程を遂行
することに配慮し、問題を作成した。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
出題範囲として、学習指導要領第２章第３節数学における、「数と式」、「図形」、「関数」、「データの活用」の各領域に
示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお、中学校第２学年までの内容となるようにしている。
また、評価の観点として、「知識・技能」、「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

中学校数学　調査の概要
令和５年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 分野 評価
観点

回答
形式

(a) 見いだした
事柄や事実を説
明する問題

(b) 事柄を調べ
る方法や手順を
説明する問題

(c) 事柄が成り
立つ理由を説明
する問題

1 －５、０、３、4.7、９の中から自然数
を全て選ぶ

自然数の意味を理解しているかどうか
をみる

数
・
式

知 選
択

2 12（ x 
 4 ＋ y 

 6 ）を計算する 数と整式の乗法の計算ができるかどう
かをみる

数
・
式

知 短
答

3 空間における平面が１つに決まる場合
について、正しい記述を選ぶ

空間における平面が同一直線上にない
３点で決定されることを理解している
かどうかをみる

図
形 知 選

択

4
yがxに反比例し、比例定数が３のとき、
x の値とそれに対応する y の値につい
て、正しい記述を選ぶ

反比例の意味を理解しているかどうか
をみる

関
数 知 選

択

5
女子 50 ｍ自由形の記録の、最小の階
級から 29.00 秒以上 30.00 秒未満の
階級までの累積度数を求める

累積度数の意味を理解しているかどう
かをみる

デ
ー
タ

知 短
答

6 (1)
はじめの数が 11 のとき、はじめの数
にかける数が２、たす数が３のときの
計算結果を求める

問題場面における考察の対象を明確に
捉えることができるかどうかをみる

数
・
式

知 短
答

6 (2)
はじめの数にかける数が２、たす数が
６ならば、計算結果はいつでも３の倍
数になることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり、その意
味を読み取ったりして、事柄が成り立
つ理由を説明することができるかどう
かをみる

数
・
式

思 記
述 ○

6 (3)
はじめの数にかける数がいくつ、たす
数がいくつであれば、計算結果はいつ
でも４の倍数になるかを説明する

結論が成り立つための前提を、問題解
決の過程や結果を振り返って考え、成
り立つ事柄を見いだし、説明すること
ができるかどうかをみる

数
・
式

思 記
述 ○

7 (1) 1961 年～ 1975 年の四分位範囲を求
める

四分位範囲の意味を理解しているかど
うかをみる

デ
ー
タ

知 短
答

7 (2)

「2006 年 ～ 2020 年 の 黄 葉 日 は、
1991 年～ 2005 年の黄葉日より遅く
なっている傾向にある」と主張するこ
とができる理由を、箱ひげ図の箱に着
目して説明する

複数の集団のデータの分布の傾向を比
較して捉え、判断の理由を数学的な表
現を用いて説明することができるかど
うかをみる

デ
ー
タ

思 記
述 ○

8 (1)
晴天大学が駅前を通過した時間と新緑
大学が駅前を通過した時間の差につい
て、グラフのどの２点の x 座標の差と
して表れるかを書く

与えられた表やグラフから、必要な情
報を適切に読み取ることができるかど
うかをみる

関
数 知 短

答

8 (2)
二人の選手のグラフが直線で表されて
いることの前提となっている事柄を選
ぶ

事象を理想化・単純化することで表さ
れた直線のグラフを、事象に即して解
釈することができるかどうかをみる

関
数 知 選

択

8 (3)
グラフや式を用いて、新緑大学の選手
が晴天大学の選手に追いつくのが、６
区のスタート地点からおよそ何ｍの地
点になるかを求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決の方
法を数学的に説明することができるか
どうかをみる

関
数 思 記

述 ○

9 (1)
２つの直線 BC と直線 AE が平行であ
ることを、三角形の合同を基にして、
同位角又は錯角が等しいことを示すこ
とで証明する

ある事柄が成り立つことを構想に基づ
いて証明することができるかどうかを
みる

図
形 思 記

述 ○

9 (2)
二等辺三角形でない２つの合同な三角
形のときに平行線がかけないことにつ
いて、二等辺三角形のときの証明の中
から成り立たなくなる式を書く

条件を変えた場合に事柄が成り立たな
くなった理由を、証明を振り返って読
み取ることができるかどうかをみる

図
形 知 短

答



⑵ はるまさんたちは、いすの数と高さの関係について考えています。

高さ

いすの数（きゃく）

Ａ（cm）

いすの数が2倍になっても、高さは2倍になっていないので、
高さはいすの数に比例していません。

高さはいすの数に比例しているのでしょうか。
はるま

ゆうな

「いすの数が2倍になっても、高さは2倍になっていない」ことを、表
の中の数を使うと、次のように説明することができます。

いすの数が ㋐ きゃくから ㋑ きゃくと2倍になっても、
高さは ㋒ cmから ㋓ cmで2倍になっていません。

上の㋐、㋑、㋒、㋓にあてはまる数を、表の中の数から１つずつ選んで、

書きましょう。

小算－2

4 5

特徴的な問題と対策 教科書との関連

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
分野・領域

評価の
観点

問題
形式

1 (2)

椅子の数が２倍になって
も、高さは２倍になって
いないことについて、表
の数を使って書く

伴って変わる二つの数量の関係が、
比例の関係ではないことを説明する
ために、表の中の適切な数の組を用
いることができるかどうかをみる

第５学年
C 変化と関係
(1) 伴って変わる二
つの数量の関係

思考・
判断・
表現

短答式

！ チェック

表から、椅子の数と高さという
二つの変数があること、一方が増える
ともう一方も増えるという関係を読み
取る。

！ チェック

第5学年で学習する「比例」は、一
方が2倍、3倍……となるとき、もう
一方も2倍、3倍……となる二つの数
量の関係である。
ここでは、「椅子の数と高さの関係」
という、伴って変わる二つの数量の関
係について、既知の「比例」の概念と
比べて、その中に含まれるかどうかを
判断する。

！ チェック

まず「表の中の数を使って説明する」
という前提を理解する。
表の中で、椅子の数は1～5脚であ
り、そのうち椅子の数が2倍になる関
係は「1脚と2脚」または「2脚と4脚」
の二通りである。
どちらを使って説明するかを決め、表
からそれに応じた高さの数値を読み取
り、記述する。

令和５年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問１(2)

５年上 P.32～39「比例」では、学習指導要領〔第５学年〕「C 変化と関係」「(1) 伴って変わる二つの
数量の関係」を取り扱っています。導入をコミック仕立てにし、児童の興味関心を喚起する構成です。

５年上 P.34～35で、一方が2倍、3倍
……となるとき、もう一方も2倍、3倍
……となるという、特に簡単な場合の比
例の定義を説明しています。

５年上 P.39では、生活の中の具体的な
二つの数について、どのような関係であ
るかを考え、比例にあてはまるかを判断
する類似問題を掲載しています。

４年下 P.126～127で、さまざまな「伴って変わる
二つの数」のひとつとして、プラスチックのコップを
積み重ねたときの個数と高さの関係を取り上げ、
伴って変わる数の中からきまりを見つける活動を繰
り返し行えるようにしています。

小学校算数①

類似
問題

解答例 ㋐ １　㋑ ２　㋒ 45　㋓ 51　　または　㋐ 2　㋑ 4　㋒ 51　㋓ 63

椅子の数について２倍の関係になっている１脚と２脚を用いることができており、それに対応する高さの45cmと
51cm を用いることもできている。
または、椅子の数について２倍の関係になっている２脚と４脚を用いることができており、それに対応する高さの
51cmと63cm を用いることもできている。



さつ

⑵ けんたさんの学級では、1人が3種類のファイルを1冊ずつ使うこと
にしました。それぞれのファイルの厚さは、1.4cm、1.6cm、2cmで
す。けんたさんの学級の人数は23人です。

なら

下のような、はば120cmのたなに、ファイルを全部並べて入れること
ができるかどうかを考えています。

cm

人分ずつ並べる。
あやね

種類ごとに分けて、並べる。
けんた

小算－153種類のファイル23人分を全部並べた長さは、何 cmですか。
全部並べた長さの求め方を、式や言葉を使って書きましょう。また、答

えも書きましょう。

さらに、たなにファイルを全部並べて入れることができるかどうかを、

下の １ と ２ から選んで、その番号を書きましょう。

１ 入れることができる。

２ 入れることができない。

⑶ けんたさんは、下の①と②の計算について考えています。

それぞれの計算の答えを書きましょう。

① （151＋49）×3

② 151×3＋49×3

小算－16

6 7

特徴的な問題と対策 教科書との関連

解答例

【求め方】３種類のファイルごとに23人
分の長さを求め、それらの合計を求める
と、1.4×23＋1.6×23＋２×23＝115
で、115cm です。

【答え】115（cm）
【番号】１

示された日常生活の場面を解釈し、ファ
イルの種類ごとに23人分の長さの求め
方と、それぞれのファイルの23人分の
長さの合計の求め方と答えを記述し、そ
の結果から条件に当てはまるかどうかを
判断できている。

小学校算数②

！ チェック

前提条件である「ファイルごとの厚さ」
「人数」「棚の幅」を把握する。

！ チェック

けんたさん、またはあやねさんの並べ
方に沿って、全員分のファイルを並べ
たときの長さを、小数を含む式で記述
する。

！ チェック

「棚に3種類のファイルを23人分並
べて入れる」場合、どのような入れ方
があるかを、イラストをもとに具体的
に想起する。

３年下 P.41～53、４年下 P.4～21では、そ
れぞれ学習指導要領「A 数と計算」の「小数
の意味と表し方（第3学年）」「小数のしくみと
その計算（第4学年）」を扱っています。

４年下 P.80～81では、小数を含む計算について、具体的な場面から、それぞれの数の関係を読み取り、問
題を解決するための立式を行う過程を、「4マス関係表」を使って説明しています。問題をスモールステップに
切り分け、言語化する活動を通して、児童の理解が深まります。

類似
問題

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
分野・領域

評価の
観点

問題
形式

３ (2)

３種類のファイル 23
人分を全部並べた長さ
の求め方と答えを記述
し、全部のファイルを
棚に入れることができ
るかどうかを判断する

示された日常生活の場面を解釈し、
小数の加法や乗法を用いて、求め方
と答えを式や言葉を用いて記述し、
その結果から条件に当てはまるかど
うかを判断できるかどうかをみる

第 3 学年 A 数と計算
(5) 小数の意味と表し
方
第４学年 A 数と計算
(4) 小数の仕組みとそ
の計算

思考・
判断・
表現

記述式

令和５年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問３(2)

４年下 P.60～81「計算のしかたを考えよう」で、小数を
ふくむ計算について、小数の考え方と、加法、減法、乗法、
除法を組み合わせて立式し、計算する問題を扱っています。

！ チェック

全員分のファイルを並べたときの長さ
を計算し、計算結果から、全員分の
ファイルを内寸120cm の棚に入れる
ことができるかを判断する。



⑶ あいかさんたちは、5年生と6年生に運動カードを配って調べた結果を
ポスターにのせるために、30分以上の運動をした日数と人数をグラフに
表すことにしました。

5年生と6年生を合わせ
た結果を表しました。

はやと

３０分以上の運動をした日数と人数

（人）

20

10

0

30

5年生 6年生

自分の学年である6年生
の結果を表しました。

あいか

３０分以上の運動をした日数と人数

（５年生、６年生）

（６年生）
（人）

20

10

0
0
日
1
日
2
日
3
日
4
日
5
日
6
日
7
日

0
日
1
日
2
日
3
日
4
日
5
日
6
日
7
日

小算－23

あいかさんたちは、左の2つのグラフをもとに、気づいたことについて話
し合っています。

どちらのグラフも「0日」、「1日」、「2日」の人数が多いと
いうことが同じですね。

でも、2つのグラフをくわしく見ると、ちがうところもあり
ますね。

あいか

はやと

そこで、あいかさんたちは、日数に着目して、2つのグラフのちがうとこ
ろを、次のようにまとめました。

「0日」に着目すると、次のようなちがいがあります。
6年生のグラフでは「0日」の人数が1番目に多く、5年生と6年生
を合わせたグラフでは「0日」の人数が3番目に多いです。

【「０日」についてまとめたこと】

【「０日」についてまとめたこと】と同じように、「 日」に着目してまと

めると、どのようになりますか。

下の の中に、「6年生のグラフ」、「5年生と6年生を合わせたグラフ」、
「番目」の3つの言葉と数を使って書きましょう。

※ 解答は、すべて解答用紙に書きましょう。

「1日」に着目すると、次のようなちがいがあります。
【「 日」についてまとめたこと】

小算－24
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！ チェック

二つの棒グラフはどちらも「30分以
上の運動をした日数と人数」を表して
いるが、あいかさんのグラフは6年生
のみ、はやとさんのグラフは5年生と
6年生の合計を表していることを把握
する。

小学校算数③

５年下 P.1～2で、棒グラフで表されたデータの
例として、実際の「全国学力・学習状況調査」の
結果を掲載し、グラフからデータの特徴や傾向を
読み取り、考察する活動を設けています。

３年上 P.134～135では、「表とグラフ」の補充問題として、グラフを作成する活動を通して、デー
タを分類整理する観点を定め、適切な縦軸や横軸を設定する問題や、棒グラフが表しているもの
についてさまざまな観点から読み取る類似問題を掲載しています。

類似
問題

３年上 P.84～97「表とグラフ」では、学習指導
要領〔第３学年〕「D データの活用」「(1) 表と
棒グラフ」を取り扱っています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
分野・領域

評価の
観点

問題
形式

4 (3)

二 つ の グ ラ フ か ら、
30 分以上の運動をし
た日数が「１日」と答
えた人数に着目して、
分かることを書く

示された棒グラフと、複数の棒グラ
フを組み合わせたグラフを読み、見
いだした違いを言葉と数を用いて記
述できるかどうかをみる

第３学年
D データの活用
(1) 表と棒グラフ

思考・
判断・
表現

記述式

令和５年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問４(3)

！ チェック

日数、つまり横軸の数値が同じところ
に着目して、二つのグラフを比較する
という観点に気づく。

！ チェック

二つのグラフの横軸が「1日」のとこ
ろに着目して、「6年生のグラフ」「5
年生と6年生をあわせたフラフ」のそ
れぞれについて、グラフの数値を読み
取り、「○番目」という言葉を使って
記述する。

解答例

「1日」に着目すると、次のようなちが
いがあります。
６年生のグラフでは「１日」の人数が２
番目に多く、５年生と６年生を合わせた
グラフでは「１日」の人数が１番目に
多いです。

６年生のグラフと、５年生と６年生を合
わせたグラフから「１日」の人数に着目
して、二つのグラフから人数の多い順に
ついて違いがあることを読み取り、それ
ぞれのグラフから「１日」の人数の多さ
が何番目であるかを記述できている。

類似
問題

３年上 P.96～97「深めよう」では、棒グラフで
表された内容を読み取ってその表現を吟味し、よ
りよい表現に改善する活動を設定しています。



中数－12

黄葉日までの経過日数の分布

１９６１年～
１９７５年

１９７６年～
１９９０年

１９９１年～
２００５年

２００６年～
２０２０年

１５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５ ７０ ７５ ８０（日）

経過日数（日）

最小値
第１

四分位数
中央値

第３
四分位数

最大値

１９６１年～
１９７５年　

２３ ３４ ４１ ４４ ５１

１９７６年～
１９９０年　

３６ ４６ ４８ ５１ ６１

１９９１年～
２００５年　

４５ ４９ ５３ ６２ ７２

２００６年～
２０２０年　

４６ ６３ ６４ ６８ ７１

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求めなさい。

中数－13

（２）二人は、前ページの箱ひげ図を見て、話し合っています。

一花さん「 ４つの箱ひげ図を見ると、黄葉日はだんだん遅く
なっている傾向がありそうだね。」

啓太さん「 でも、１９９１年～２００５年と２００６年～２０２０年の箱
ひげ図は、右端と左端が同じくらいの位置にあるよ。
遅くなっているといえるのかな。」

一花さん「 確かに箱ひげ図の右端と左端についてはそうだけど、
箱に着目すれば、２００６年～２０２０年の黄葉日は、 
１９９１年～２００５年の黄葉日より遅くなっている傾向
にあるといえるのではないかな。」

前ページの箱ひげ図を見ると、一花さんのように「２００６年～ 
２０２０年の黄葉日は、１９９１年～２００５年の黄葉日より遅くなっている 
傾向にある」と主張することができます。そのように主張することが 
できる理由を、１９９１年～２００５年と２００６年～２０２０年の２つの箱ひ
げ図の箱に着目して説明しなさい。
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２年 P.210では、箱ひげ図で表された
複数のデータの分布の傾向を比較し、
考察した内容を根拠に基づいて記述す
る問題を掲載しています。

２年 P.211「役立つ数学」では、箱ひげ図で表すこと
で失われる情報についても触れ、箱ひげ図やヒストグ
ラムなどの特徴をつかみ、批判的に考察することの重
要性についても説明しています。

類似
問題

２年 P.202～204で、箱ひげ図で表されたテータの傾向の読み
取り方や注意点について説明しています。

２年 P.198～212「データの分布」では、学習指導要
領〔第２学年〕「D データの活用」「(1) データの分布
の比較」を取り扱っています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
分野・領域

評価の
観点

問題
形式

７ (2)

「2006 年～ 2020 年の黄葉
日 は、1991 年 ～ 2005 年
の黄葉日より遅くなってい
る傾向にある」と主張する
ことができる理由を、箱ひ
げ図の箱に着目して説明す
る

複数の集団のデータの分布の傾向を比
較して捉え、判断の理由を数学的な表
現を用いて説明することができるかど
うかをみる

第２学年
D データの活用
(1) データの分
布

思考・
判断・
表現

記述式

！ チェック

箱ひげ図が表しているものが何かを
把握する。

令和５年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問７(2）

考え方のポイント

・�箱ひげ図の表すデータの分布を把
握し、複数のデータを比較する。

・�主張に対し、根拠にもとづいて批判
的に考察する。

解答例

１９９１年～２００５年の箱ひげ図の箱
よりも２００６年～２０２０年の箱ひげ
図の箱の方が右側にある。したがって、
２００６年～２０２０年の黄葉日は、
１９９１年～２００５年の黄葉日より遅
くなっている傾向にある。

根拠として、「１９９１年～２００５年の
箱ひげ図の箱よりも２００６年～２０２０
年の箱ひげ図の箱の方が右側にある」
ことを記述し、それによって説明すべき
事柄として、「２００６年～２０２０年の
黄葉日は、１９９１年～２００５年の黄
葉日より遅くなっている傾向にある」こ
とを記述している。

！ チェック

「一花さんの主張に沿って」「箱ひげ
図の箱に着目して」という条件を把握
する。記述にあたっては、「何を根拠
として」と、「どのような傾向があると
言えるか」を分けて考える。



中数－15

　
大悟さんが住む地域にある新緑大学は、 

大学対抗駅伝大会に出場します。この駅伝 
大会では、コースを７区間に分け、１区か 
ら７区までをリレー形式で走ります。大悟 
さんは、新緑大学の６区の選手の応援に行 
きました。６区の道のりは１２０００ｍあり、 
６区のスタート地点では、晴天大学が先に 
スタートし、新緑大学がその１００秒後にス 
タートしました。
大悟さんは、インターネットで６区の速報を見て、新緑大学が晴天 

大学に追いつきそうだと考え、その地点を予想することにしました。

６区の速報（地点：駅前）
順位 記録 大学
… … …
○ ○分○秒 晴天大学
○ ○分○秒 新緑大学
… … …

そこで、大悟さんは、晴天大学と新緑大学の６区の各地点の記録を、
晴天大学の６区の選手がスタートしたときを０秒として、下のような 
表にまとめました。

大悟さんがまとめた表

地点
スタート地点
からの道のり

晴天大学 新緑大学

スタート地点 ０ｍ ０秒 １００秒

図書館前 １２００ｍ ２３８秒 ３１６秒

郵便局前 ２８００ｍ ５６７秒 ６１１秒

駅前 ４０００ｍ ７９８秒 ８２４秒

８

図書館前

６区の
スタート地点

駅前

郵便局前

中数－18

晴天大学のグラフと新緑大学のグラフがそれぞれ直線で表されて 
いることは、二人の選手について次のように考えたことになります。

晴天大学のグラフと新緑大学のグラフがそれぞれ直線で表され 
ていることは、二人の選手について、  
が一定であると考えたことになります。

上の に当てはまる言葉として正しい 
ものを、下のアからオまでの中から１つ選びなさい。

ア　それぞれの走る速さ

イ　それぞれの走る時間

ウ　それぞれの走る道のり

エ　走る時間の差

オ　走る道のりの差

（３）新緑大学が晴天大学に追いつくのが、６区のスタート地点からお 
よそ何ｍの地点になるのかを考えます。下のア、イのどちらかを選 
び、それを用いておよそ何ｍの地点になるのかを求める方法を説明 
しなさい。ア、イのどちらを選んで説明してもかまいません。また、 
実際に何ｍかを求める必要はありません。

ア　晴天大学のグラフと新緑大学のグラフ

イ　晴天大学の式と新緑大学の式
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類似
問題

2年 P.95～96で、具体的な事象の中から関数関係と捉えられる二つの数量を取
り上げ、それらの関係性を単純化・理想化して一次関数として表現し、さらに一次
関数を用いて実測値のない部分を予測できることについて説明しています。

２年 P.106では、自動車の購入にかかる費用とランニング
コストを一次関数とみなし、複数年利用した場合にどちら
が安くなるかを、根拠にもとづいて説明する問題を掲載して
います。

２ 年 P.70～107「一次関数」
では、学習指導要領〔第２学年〕

「C 関数」「(1) 一次関数」を取
り扱っています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
分野・領域

評価の
観点

問題
形式

８ (3)

グラフや式を用いて、新緑大学
の選手が晴天大学の選手に追い
つくのが、６区のスタート地点
からおよそ何ｍの地点になるか
を求める方法を説明する。

事象を数学的に解釈
し、問題解決の方法
を数学的に説明する
ことができるかどう
かをみる。

第２学年
C 関数
(1) 一次関数

思考・
判断・
表現

記述式

令和５年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問８(3)

！ チェック

表から、晴天大学と新緑大学の両チー
ムの記録を一次関数として単純化す
ることで、グラフや式として表現できる
ことに気づく。

！ チェック

グラフの交点、または連立方程式の解
を求めることで、先行する晴天大学に
新緑大学が追いつく地点を求めること
ができることを説明する。
実際に計算して解を求めなくともよい
ことに留意する。

！ チェック

駅伝大会のコース設定や記録という
日常の事象を数学的事象ととらえ、距
離、時間、速さの関係を一次関数とみ
なして解釈する。

解答例 ・ア　を選択して
晴天大学のグラフと新緑大学のグラフについて、２つの直線のグラフの交点から y 座標を読み取
り、スタート地点からおよそ何ｍの地点で追いつくのかを求める。

「用いるもの」として「ア　晴天大学のグラフと新緑大学のグラフ」を選択し、「用い方」として、「グラフの交点から
y の値を読み取る」ことを明示して記述している。

考え方のポイント

日常の事象を単純化・理想化して関
数関係とみなし、問題解決のために
表、グラフ、式などの中から適切な表
現を選ぶ。
一次関数で表した事象から、問題を
解決する道筋を論理立てて説明する。

２年 P.99の問３では、速さ・距離・時間の関係
を一次関数として捉え、グラフや式に表すことで
問題解決する問いを掲載しています。

類似
問題



中数－20

方法２

１ ＡＢＣを置いて、直線ＢＣをひく。そして、図４のように、
ＤＥＦを回して、点Ｄを点Ａに、点Ｅを直線ＢＣ上に置く。 

ただし、点Ｅは点Ｂと重ならないように置く。

図４

Ａ

Ｅ

ＤＦＤ

Ｄ

Ｂ Ｅ

Ｆ

Ｅ

Ｃ Ｆ

２ 図５のように、点Ａと点Ｄが 
重なった点をＡとして、直線ＡＦ 
をひく。

優奈さんは、方法１の直線ＢＣと直線ＡＥ、方法２の直線ＢＣと直線 
ＡＦがそれぞれ平行になるのではないかと考え、調べることにしました。

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）優奈さんは、前ページの方法１の 
直線ＢＣと直線ＡＥが平行になるかど 
うかを調べるために、右の図６をか 
きました。図６の ＡＢＣと ＣＥＡ 
は、それぞれＣＡ＝ＣＢ、ＡＣ＝ＡＥ 
で、 ＡＢＣ≡ ＣＥＡです。
図６において、ＢＣ // ＡＥであることは、すでにわかっている 
ＡＢＣ≡ ＣＥＡをもとにして、同位角または錯角が等しいことを 

示すことで証明できます。ＢＣ // ＡＥであることを証明しなさい。

図５

Ａ（Ｄ） Ｆ

Ｂ ＣＥ

図６
Ａ Ｅ

Ｂ Ｃ

中数－19

次の図１のように、ＣＡ＝ＣＢの二等辺三角形ＡＢＣと、 
ＡＢＣ≡ ＤＥＦとなるような ＤＥＦの２つの三角形を厚紙で作り 

ます。

図１

Ａ Ｄ

Ｂ ＥＣ Ｆ

図１の２つの三角形の厚紙を使って、次の方法１と方法２でそれぞれ 
２つの直線をひきます。

方法１

１ ＡＢＣを置いて、直線ＢＣをひく。そして、図２のように、
ＤＥＦを回して、点Ｆを点Ａに、点Ｄを点Ｃに重ねる。

図２

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ｆ Ｅ

Ｂ Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｃ Ｆ

２ 図３のように、点Ａと点Ｆが 
重なった点をＡとして、直線ＡＥ 
をひく。また、点Ｃと点Ｄが 
重なった点をＣとする。

９

図３

Ａ（Ｆ） Ｅ

Ｂ Ｃ（Ｄ）
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教科書との関連

解答例 △ＡＢＣ≡△ＣＥＡより、合同な図形の対応する角は等しいから、
∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ
よって、錯角が等しいから、
ＢＣ∥ＡＥ

「∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ」の根拠として、「△ＡＢＣ≡△ＣＥＡより、合同な図形の対応する角は等しい」を、「ＢＣ∥ＡＥ」
の根拠として「錯角が等しい」を記述している。

中学校数学③

類似
問題

２年 P.108～145「図形の性質の調べ方」では、
学習指導要領〔第２学年〕「B 図形」「(1) 基本
的な平面図形の性質」を取り扱っています。

２年 P.132では、図形の証明問題について、問題
文の中からまず仮定と結論を区別し、仮定を図示
して結論に必要な条件を見いだし、根拠に基づい
て論述する、という思考の過程を、スモールステッ
プに切り分けて丁寧に説明しています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
分野・領域

評価の
観点

問題
形式

９ (1)

２つの直線 BC と直線 AE
が平行であることを、三角
形の合同を基にして、同位
角又は錯角が等しいことを
示すことで証明する

ある事柄が成り立つことを構想に基
づいて証明することができるかどう
かをみる

第２学年
B 図形
(1) 基本的な平面
図形の性質

思考・
判断・
表現

記述式

令和５年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問９(1)

！ チェック

・�証明すべき課題（ＢＣ∥ＡＥ）を把
握する。

・�ＢＣ∥ＡＥを証明するためには、同位
角または錯角が等しいことを示す必
要があることに気づく。

・�図6の直線BCと直線AEにおいて、
同位角または錯角にあたるものを見
いだす。

・�提示された情報の中から、証明の根
拠として用いることができるもの

  （△ＡＢＣ≡△ＣＥＡ）を把握する。

！ チェック

合同な二つの三角形の性質の中から、
ＢＣ∥ＡＥの根拠となるものを選びだ
し、根拠に基づいて演繹的に論じ、記
述する。

！ チェック

平面上に表現された図形について、回
転・移動させた状態を理解する。

！ チェック

(1) の図６を理解するために、前提条
件である図１、２、３を理解する。

２年 P.134の問5、問6では、平面図形の性質や三角形の
合同条件を用いて、図形の性質を構想に基づいて証明する
類似問題を掲載しています。

２年 P.130～131の「３　図形の性質の確かめ方」では、
常に正しいとわかっていることを根拠として、図形の性質を演
繹的に推論する証明の方法を説明しています。
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